
        上智大学生命倫理研究所  &  南山大学社会倫理研究所  2019年度共催シンポジウム�

“すべてのいのちを守る”社会のために　 
 ～ Care for Creationを考える～ 
　教皇フランシスコ来日への応答に向けて 

  
基調講演　「環境の倫理、再考 ～エコロジーと倫理、その相互脈絡性～」 
                　　  　  瀬本正之,s.j.（上智大学 神学部 教授・イエズス会司祭・『ラウダート・シ』共訳者） 

動画上映　「教皇フランシスコ 日本社会への呼びかけ」 
講  演    1　　「企業と人権と環境」 
              　　　　  ウィニバルドス・メレ,S.V.D.（南山大学 社会倫理研究所 准教授・神言会司祭） 

講  演    2　　「バチカン生命アカデミーでの研究から」 
              　　　　  青木 清（上智大学 名誉教授・上智大学 生命倫理研究所 名誉所員・元ローマ教皇庁生命アカデミー会員） 

パネルディスカッション　「教皇フランシスコ来日メッセージへの応答として」 
             　　司会：吉川まみ （上智大学 神学部 准教授）   
2020年１月25日（土） 
13:30（受付開始13:00）～17:30　 
上智大学  四谷キャンパス　2号館3階  309教室                                    入場無料・申込不要　　　
　　　　　　　　　 

     2015年5月、教皇フランシスコは環境問題についての回勅『ラウダート・シ　ともに暮らす家を大切に』を出し、貧しい人々と自然環境の密接なつ 
     ながりを繰り返し、社会問題、環境問題と人間の問題は同根であると強調しています。 
     2019年11月、教皇は『ラウダート・シ』の一節「PROTECT ALL LIFEすべてのいのちを守るために」をテーマとして、長崎・広島・東京（含 ・上 
　 智大学）を訪れ、「真の平和とは、正義の結果であり、全人的発展の結果、連帯の結果であり、私たちの共通の家のケアの結果、共通善を促進した 
     結果生まれるもの」だと力強いメッセージを日本社会に投げかけられました。そして、無関心の文化から解放され、いのちの文化、赦しの文化、兄 
     弟愛の文化が勝利を収めるために、私たちみなに責務があり、全員が必要とされていると訴えかけられました。こうした呼びかけに応え、環境問題、 
 　  “Care for Creation”を入り口として、すべてのいのちを守る社会のために求められる「倫理的要請」や「共通善」を多角的に考え、インテグラルエ 
　 コロジーの考察を深める機会にできればと考えています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
                                                                                                                                                                                                            お問合せ  ：  上智大学生命倫理研究所　東京都千代田区紀尾井町7-1 上智大学  四谷キャンパス 

                                                                                                                                               Phone : 03-3238-4050  URL: https://suibe.jp/  E-mail : suibe2010@sophia.ac.jp 



開催の趣旨と背景 
 

　　2020年１月25日（土） 
13:30（受付開始13:00）～17:30　　 
上智大学  四谷キャンパス 

2号館3階 309教室　　 
※ご来場の際は正門からお入りください（土曜日は他は閉門）�

�
お問合せ：　SUIBE上智大学生命倫理研究所　東京都千代田区紀尾井町7-1 上智大学  四谷キャンパス 

Phone : 03-3238-4050    URL: https://suibe.jp/    E-mail : suibe2010@sophia.ac.jp 
	
  

 
　2013年3月、第266代ローマ教皇として選出されて以来、フランシスコ教皇は一貫して
地球環境問題に警鐘を鳴らし、国際社会にメッセージを投げかけています。 
　2013年6月5日「国連環境デー」の一般講話では、自然環境の劣化の広がりと人間のい
のちの軽視を指摘し、「使い捨て文化」は他の人たちの必要に何の価値も見出さない文
化だと述べています。 

2015年5月には、環境問題についての回勅『ラウダート・シ』を出し、社会的弱者と脆
弱な自然環境の密接なつながりを繰り返し強調しています。 
同年9月、国連総会では「SDGs国連持続可能な開発目標」が採択され、SDGs採択文
書の“だれ一人取り残されない”という言葉が世界中で話題になりました。この時、教皇フ
ランシスコは国連に招かれ、総会で冒頭演説を行い“人々の人権と環境を保護し、共通善
への奉仕を”と訴えかけています。 

2018年には、教皇はアマゾン熱帯雨林の開発で傷ついた先住民たちに「生命の擁護と
地球の擁護、文化の擁護に全面的に取り組むこと」を確約し、2019年10月には『ラウ
ダート・シ』の「総合的なエコロジー」（インテグラル・エコロジー）を指針として
「アマゾン地域特別シノドス」を開催しています。 
さらに、「国連気候行動サミット2019」にもビデオメッセージを送り「現在の環境悪
化の状況は、わたしたちが毎日体験する、人間的、倫理的、社会的な荒廃と関連」して
いると述べました。 
そして、2019年11月、教皇フランシスコは “すべてのいのちを守るために”（回勅『ラ
ウダート・シ』巻末の祈りから）というテーマを掲げて来日され、長崎・広島・東京
（含・上智大学）を訪れ、日本社会と私たち一人一人にメッセージを投げかけてくださ
いました。 
シンポジウムでは、これらの教皇の動向と来日メッセージをふまえ、“すべてのいの
ちを守る”社会の実現のため“Care   for   Creation”に求められる「倫理的要請」や「共通

善」を多角的、総合的に考え、インテグラルエコロジーの考察を深める機会としたいと
思います。�

•  JR中央線・東京メトロ丸ノ内線・南北線「四ッ谷駅」麹
町口・赤坂口から徒歩5分 

•  東京メトロ有楽町線「麴町駅」5番出口から徒歩5分 

～教皇フランシスコ来日への応答として～	


入場無料・申込不要	



